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の報告書を作成することが可能になった．

4.　精度向上・展開に向けた取組み

4. 1　現状の問題点

2 章に示した単語単位で照合を行う基本的なテキスト分
析技術には，主に二つの問題点がある．

( 1 ) 表記ゆれ
例えば，「フィードバック」と「 F/B」といった表
記ゆれがある場合は，内容が同じでも記載が異なる
ため，別の単語として扱われてしまう．そのため，
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て形成されるというアイデアである．このアイデアに基づ
き単語をベクトル表現する手法を，単語の分散表現 ( 4 ) と
いう．
分散表現を実現するためのツールである word2vec で




